2 ケンキュウ カツドウ 2008ネン 4ガツ 2009ネン 3ガツ 2.1 ケンキュウ カツドウ ガイヨウ 2.2 ケンキュウ カダイ 2.3 キョウドウ ケンキュウ 2.4 コクナイガイ トノ コウリュウ 2.5 ハカセ ロンブン シュウシ ロンブン ソツギョウ ロンブン ソツギョウセイ ノ シンロ ジョウキョウ by Tottori University Arid Land Research Center,
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（早稲田大学大学院）が 2008年 4月 1日から当センターの共同研究に携わっている。 
一般公開 
 1)平成 20年度第 1回一般公開：平成 20年 8月 23日（土）16:00～21:30，参加人数 173名 
 2)平成 20年度第 2回一般公開：平成 20年 10月 18日（土）10:00～16:00，参加人数 127名 











(1) モンゴル草原における干ばつ実験（科学研究費補助金 基盤研究(A) (海外学術), 2008-2012
年,「干ばつメモリの動態」） 
(2) アジア・アフリカ乾燥地における陸域生態系による気候メモリの動態 
























































ル・リモートセンシング・ＧＩＳなどの情報技術とフィールド   Asian aeolian dust observed by 









土保持研究所に計 2 回，短期訪問をした。またメキシコ合衆国の国立農牧林業研究所(National 




SST in February with rain in July




SST in March with rain in July





















International Conference on Dryland Development)を乾燥地研究センターが共催した。全体会合で，

































   科学研究費補助金・基盤研究(C)：2007～2009（研究代表者：松浦朝奈） 
また，本年度の国外での研究活動は，現地試験を目的として ICRISAT を１回訪問した。また，
9th International Conference on Development of Drylands, Sustainable Development in Drylands -Meeting 



























































名のポスドク，1 名の客員教授と共同研究を行った。3 名の修士 1 年生（槙野良介，酒井裕和，
窪田慎一）は，日本学術振興会に支援されたインターナショナル・トレーニング・プログラムに
参加し，それぞれ，チュニジア，シリア，中国でMSプログラムの実験を 10ヶ月間行っている。



















































































































































A : Run off area B : Fish scale pit
























程 云湘 (植物生態学) 
 乾燥，半乾燥地の植生および人為圧による種組成の変化 
 


































OULD AHMED, B. A.（日本学術振興会特別研究員） 
 
